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「フランスの心臓病死亡率は世界でも低いレベルにおさまっている」とある。それではわが国の心臓病死亡率はどのように調べるか？
wwwでは、googleで「心臓病死亡率」というキーワードで検索をした。が、ふと思い出したのが政府の行っている統計資料の活用である。（http://www.stat.go.jp/）しかし、心臓病死亡率の統計資料は掲載されていなかった。

気を取り直してgoogleで「心臓病　死亡率　グラフ」というキーワードで検索してみた。6つ目の検索結果にそれらしきページがあった。（http://www.ncc.go.jp/jp/statistics/2001/figures/f1_j.html）しかし、この表には心臓病とは書いてはいないで、「心疾患」と書いてあった。心疾患という用語は心臓病以外の心臓の病気も含んでいるのだろうか。ここ（http://www.kit.hi-ho.ne.jp/osaka-heart/sin-nazo.html）を見た限りでは心臓病は心疾患と同等らしい。

OPACで「心臓病」というキーワードで検索してみたところ146件の蔵書があった。メディアセンターで心臓病関連の書籍がたくさん置いてある場所へ行き、それらしい本のタイトルを見つけるか、片っ端から本を読んでゆけば見つかるであろう。

よって、今回は「これ！」というような明確な資料の検索方法を探すことが出来なかった。

「フランス人のワイン消費量は世界一である」そうだが、わが国のワインの消費量は？
wwwでは、googleで「ワイン消費量　日本」という語句で検索してみた。2つ目の検索結果（http://www.suntory.co.jp/guide/wine5.html）にそれらしきページがあった。サントリーの発行しているチュートリアルである。

資料検索とはあまり関わりがないが、日本のワイン消費量も年々増加している。しかし、心臓病での死亡率はワイン消費量とは相関関係は無いようだ。ワイン苦いの隠れた条件というものがあるのだろうか。

国立健康・栄養研究所とサントリー研究所の活動内容について調べたいが？
まず、wwwでは、googleで「国立健康　栄養研究所」という語句で検索してみた。

1つ目の検索結果にずばりwebサイトがあった。http://www.nih.go.jp/eiken/index.html　

	http://www.nih.go.jp/eiken/about/index_about.html にこの組織の行っていることが書いてあるページがあった。

当研究所は、大正９年（１９２０年）に内務省の栄養研究所として誕生しました。その後約８０年の長きにわたり、国民の栄養・食生活の改善及び健康増進や栄養学の進歩に大きく貢献してきました。平成１３年４月１日より、政府の行政改革の方針に基づいて、当研究所は、「独立行政法人国立健康・栄養研究所」となり、国民の健康の保持・増進及び栄養・食生活に関する調査・研究を行うことにより、公衆衛生の向上及び増進を図る公的機関としての役割を与えられています。独立行政法人は、国から独立した研究所として、柔軟で自主的な運営が期待される反面 、効率的にかつ社会的なニーズにあった業務を行うことが求められており、また、国からの評価を受けながら、常に運営の改善に取り組むという制度になっております。当研究所としては、独立行政法人としての責務を全うし、国民の皆様の期待に応えることができるよう、研究業務に専心すべく職員一丸となり努力をしております。

	


次に、googleで「サントリー研究所」という語句で検索したが、それらしいサイトはみつからず、「サントリー　研究所」のAND条件で検索をかけてみたところいくつかのそれとおぼしき語句を見つけた。

「サントリー基礎研究所」

「サントリー不易流行研究所」

「サントリー商品開発研究所」

これらを特定するために、「サントリー　研究所　国立健康　栄養研究所」と検索してみた。共著で本を書いていると言うことは「サントリー研究所」の正式名称が記載されている可能性があるためだ。

	1つ目の検索結果にサントリー研究所の謎を解く鍵があった。「http://www.suntory.co.jp/news/6555.html」

国立健康・栄養研究所（臨床栄養部、板倉弘重部長、近藤和雄室長、松本明世室長）とサントリー株式会社（基礎研究所、ワイン研究所、創薬部）は、それぞれの研究成果を携えて、１９９３年から“赤ワインの動脈硬化予防効果”を解明することを目的として、共同研究を開始しました。

	


と書いてあるため、サントリー株式会社の基礎研究所とワイン研究所で有ることが判明。

	よって、これらの2つの研究所について調べてみる。

サントリー株式会社　基礎研究所

	

	公式webサイトがないため、いろいろな文献を当たってみたところ、広く知られている「青いバラ」を咲かそうとしているところでもある。遺伝子組み換えなどの研究も行っている

	

	サントリー株式会社　ワイン研究所

	

	あまり表立って報道はされていないが、サントリーワインの品質研究をしているところだと思われる。

	


『赤ワイン健康法』（近藤和雄、板倉弘重著）に興味をもった。いますぐこの本は入手できるか？　
前回のレポートでも書いたが、本を入手する一番手近なところから調べてみる。

まず、OPAC。「赤ワイン健康法」で検索をかけてみたが一件もヒットしなかった。慶應の蔵書にはないようだ。

次に、本屋さんへ行くのは時間のないSFC生にとっておっくうなのでオンライン書籍販売のamazonで調べてみる（http://www.amazon.co.jp）。

http://www.amazon.co.jp/exec/obidos/ASIN/4341016822/qid=1022122305/sr=1-3/ref=sr_1_0_3/250-1387158-7131401
にあった。777円＋送料だそうだ。

よって、すぐには入手できないが配達はしてもらえる。

動脈硬化とはどのような病気か、わかりやすい情報を得たいが？
	「動脈硬化」という語句なのでYahooのカテゴリに一致する可能性が高いので、Yahooで「動脈硬化」で検索してみる。登録サイトに動脈硬化について詳しく記載されているようなサイトを発見した。

・健康情報ホームページ - 肥満、高血圧、痛風、動脈硬化等、病気に関する知識を提供。湯浅町の紹介も。 

	


http://www.nnc.or.jp/~ken/
	この中のコンテンツの「病気の知識」の中に動脈硬化に関しての記述がありました。

人間の体には血管というパイプがはりめぐらされていて、頭のてっぺんから足の先まで走っているのはご存じの通り。心臓から血液を送るための血管を動脈と呼び、血液が心臓に帰って行くルートは静脈です。

動脈にはかなり高い圧（血圧）がかかります。それに比べて静脈の圧は低いため、パイプの構造が違います。動脈は厚い壁を作っていて、血圧がかかっても簡単に破れないようになっています。それに比べて静脈はペラペラです。

動脈硬化というのは、この動脈に起こる変化です。人間の体の表面から見える血管のほとんどは静脈ですからこれには動脈硬化は起こりません。時々、注射をする時に『私は動脈硬化が強いから難しいですヨー』なんて言う方がおられますが、これは間違いですね(^^)。普通の血管注射は静脈に行うからです。 

動脈硬化は何の症状もなく、ゆっくりと進みます。これはどの成人病にも共通する性格ですが、この『何の症状もなく』というのがとっても恐いところで、気がついたらかなりの進行状態だったという事が少なくありません。

血管は一つのゴムホースのようなモノです。長く使い続けていると水アカが貯まったり弾力性が失われて脆くなったり、裂けやすくなったりします。この状態が動脈硬化に少し似ています。

	


http://www.nnc.or.jp/~ken/sclero.html
このサイトでは模式図も載っていてとてもわかりやすかった。

「一日一〜二杯の飲酒は健康の増進に役立つ可能性があると米厚生省の発表を紹介している」とあるが、一般に官庁から発表される情報の入手法は？
Yahooで“官庁刊行物”を検索。 http://www.kansai-u.ac.jp/Library/guide/bunken/seiji.htm　関西大学のHPで、官庁（政府）刊行物の探し方がのっている。政府刊行物などのバックナンバーを保管している国立国会図書館のwebサイトは　http://www.ndl.go.jp/　http://www.ndl.go.jp/ndl_frm_1.html　から、刊行物を検索することが出来る。内容のテキストは見られない。
よって、一般にはまだ公開されていないと思われる。
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